
演題 「ニホンジカと森林の歴史と現在の課題」

野生動物による森林被害の約７割は、
シカによるものです。

香川県においても、東讃地域から急速
にニホンジカの生息頭数が増加し、その
生息範囲は全県に拡大しています。特に、
植栽したばかりのヒノキ人工林に深刻な
被害が発生し、今後の林業生産活動が危
ぶまれています。

シカと森林の歴史を踏まえ、効果的な
対策につなげるため、県内の森林・林業
に従事する技術者等を対象とした技術研
修会を開催します。
（農業関係者等ニホンジカ被害に関心がある方も参加可能です）

主催：かがわ森林整備担い手対策協議会 香川県東部林業事務所

講 師 岡 輝樹 氏 （国研）森林総合研究所 多摩森林科学園 主任研究員
おか てるき

◆ 日時 令和８年１月２９日（木曜日） ９：００～１２:００（座学後に現地へ移動）

◆ 場所 東かがわ市水主コミュニティセンター 東かがわ市水主３００４

◆ 参加料 無料 募集人数 10名（申込制） ※県内の林業関係者には別途ご案内しています。

◆ 申し込み ① 氏名 ② 電話番号 ③ メールアドレス ④ 所属（会社名） を明記の上、

メールで、香川県森林・林業政策課までお申し込み下さい。

◆ 申込締切 １月２１日（水曜日） 応募多数の場合は、抽選とさせていただきます。

抽選結果については、メールまたは電話でお知らせします。

お問い合わせ先
香川県森林・林業政策課（森林整備・担い手グループ）
E-mail rinsei@pref.kagawa.lg.jp
℡ 087-832-3458 Fax 087-806-0225

香川県林業現場技能者育成研修

～ 効果的な防除と林業被害の減少に向けて ～

1964年 滋賀県生まれ。東京都立大学理学研究科修了。博士（理学）
1995年 JICA長期専門家して類人猿の社会進化を研究、1998年から京都大
学霊長類研究所に在籍。2001年 森林総合研究所東北支所でツキノワグマ対
策を機に野生鳥獣管理に携わる。鳥獣生態研究室長、野生動物研究領域長、
四国支所長を経て現在に至る。動物生態学的視点に加え環境経済学、社会
心理学的観点から野生動物による被害管理を研究している。

第５回

令和7年度 森林・林業教室
令和８年１月７日
森林・林業政策課

森林整備・担い手グループ
担当：坂本 内線２８９６
ダイヤルイン087-832-3459


